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巨
ｎ
ｏ
犀
○
○
房
』
○
戸
四
目
Ｑ
四
口
畠
の
丘
》
両
詞
（
①
号
言

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

弓
冨
閏
⑳
８
吋
目
の
巴
ロ
①
ぐ
の
一
目
目
①
昌
旦
も
ど
の
目
○
四
の
巴
八
刷
り
上
が
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四

弓
盲
信
言
西
煙
言
臼
》
ｚ
①
乏
国
ｏ
異
．
ご
＄
．
枚
）
ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校
費
は
著
者
負
担
と
す
る
。

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一
九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
、
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望

部
残
す
こ
と
。

者
は
校
正
刷
同
封
の
申
込
書
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
．
一
○
原
槁
の
送
り
先

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植
一
Ｔ
三
一
人
里
一
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
’
一

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま
日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

１
口
口

本
号
は
原
著
四
報
、
研
究
ノ
ー
ト
一
報
、
資
定
の
一
部
が
変
更
さ
れ
た
。
▼
第
一
点
は
、
原
著
と
研
究
ノ
ー
ト
に
お

一
編
集
後
記
一
料
四
報
な
ど
、
計
一
八
○
頁
の
厚
さ
と
な
っ
た
。
い
て
従
来
の
欧
文
要
旨
に
加
え
、
そ
の
対
訳
和
文
も
和
文
要
旨
と
し
て

こ
と
に
原
著
が
多
い
の
は
こ
こ
四
、
五
年
来
の
傾
向
で
、
新
世
紀
に
む
本
文
冒
頭
に
掲
載
、
ま
た
表
題
と
要
旨
か
ら
選
択
し
た
和
文
の
キ
ー
ワ

け
本
学
会
が
い
よ
い
よ
発
展
す
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
。
▼
と
こ
ろ
で
、
－
ド
各
五
語
以
内
を
付
加
す
る
よ
う
変
更
し
た
こ
と
。
▼
第
二
点
は
参

本
年
度
第
四
五
巻
一
号
よ
り
ペ
ー
ジ
組
み
が
変
化
し
た
こ
と
に
お
気
づ
考
文
献
の
記
述
形
式
で
、
従
来
は
刊
年
を
「
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）
」

き
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
全
ペ
ー
ジ
上
欄
に
誌
名
・
巻
号
・
年
を
入
れ
の
よ
う
に
例
示
し
て
い
た
た
め
、
西
暦
・
和
暦
の
双
方
が
必
要
と
も
誤

た
こ
と
。
こ
れ
で
本
誌
の
部
分
コ
ピ
ー
で
も
出
自
が
は
っ
き
り
す
る
。
解
さ
れ
る
の
で
、
．
九
八
四
年
（
ま
た
は
昭
和
五
十
九
年
）
」
の
よ
う

も
う
ひ
と
つ
は
ぺ
ｌ
ジ
数
を
各
巻
の
通
し
ノ
ン
ブ
ル
の
み
と
し
、
従
来
に
変
更
し
た
▼
ど
う
ぞ
以
上
一
一
点
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
ど
し
ど
し
力

併
用
し
て
い
た
各
号
ご
と
の
ノ
ン
ブ
ル
を
廃
止
し
た
こ
と
。
以
前
か
ら
作
を
ご
投
稿
下
さ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

ご
指
摘
を
受
け
て
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
本
誌
論
文
を
引
用
す
る
際
の
（
真
柳
誠
）

ペ
ー
ジ
表
記
の
混
乱
が
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
▼
さ
き
の
総
会
で
投
稿
規


